
日 時 令和５年１１月２１日(火) 13:50～15:00 

学校名 /機関名 栃木県立小山南高等学校 

対 象 約４６０名   

講 師 林 明夫 氏 （株式会社開倫塾 代表取締役社長） 

内 容 

今回は、小山南高等学校創立記念講演会として、「働くということ。これ

からの社会、あなたはどう生きる」というテーマで講演を行った。 

小山南高等学校の生徒は、普通科とスポーツ科の生徒が半分ずつ、卒業後

は大学や専門学校に進学する生徒と就職する生徒が半分ずつ、という学校で

ある。林氏は、進学する生徒にも、就職する生徒にも、どちらにとっても大

切な話を語っていた。 

進学をする生徒にとっては、勉強はもちろん大切である。だからこそ、今

高校で学んでいる内容を決しておろそかにしないように、そして、高校の教

科書は必ず取っておくように、と伝えた。就職をする生徒には、働く意義や

仕事の厳しさ、働く目的を分かりやすく伝えていた。 

そしてどちらにとっても、「変わりゆく社会の中で生きていく力を身に付

けることが大切だ」と力説していた。そのために必要な力は、意外にも難し

いことではなく、日々の学びを継続することだと語っていた。 

進学、就職を控えた３年生にとっても、どうするか考えている最中の１，

２年生にとっても、身に染みる講話であった。 

  


